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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 

 

当社は、本日公表の 2024 年 3 月期期末決算短信における継続企業の前提に関する事項につい

て、下記のとおり注記することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

当社は、第 21 期（2022 年 3 月期）から当事業年度まで継続的に営業損失が発生していることに加え、営業

活動によるキャッシュ・フローもマイナスとなっており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象ま

たは状況が存在しております。当社では、不採算事業・案件のテコ入れやマーケット開拓に向けた各種施策、

コストマネジメント施策が遅滞したことに加えて、中長期的に安定的なビジネスモデルを目指すため、売上

構成をフロー型からストック型へ重点移行したことによる影響であると認識しております。 

なお、当該事象又は状況の解消のため、経営リソース/体制/コスト構造改善による選択と集中を実行し、不

採算案件対策による既存事業の収益化、SRM Design Lab の積極推進により黒字化に向けた戦略を実行すると

ともに AI 領域を含む成長事業への投資を確保してまいります。 

また、2024 年５月 13 日付で当社の元代表であり、創業者である横治祐介氏が取締役を辞任しております

が、当該取締役の辞任後においても、法令及び定款に定める取締役の員数を満たしております。従前から施策

につき全経営陣で共同して取り組んでいるため、横治氏辞任後における体制および下記施策の遂行について

も大きな影響はないものと考えております。 

  

成長戦略としては、既存不採算案件の収益化および撤退、Discoveriez 事業の新規案件獲得、SRM Design 

Lab および AI 領域を推進してまいります。 

・既存不採算案件対策の遂行（課金体制の見直し・プランの精査・撤退、他部門活用/利用シーン拡大促進

（クロスセル）など） 

・売上構造をフロー型からストック型へ徹底的に移行（サービス体系の変更） 

・パートナーとの共創による SRM Design Lab の推進、収益化 

・新規事業領域の SRM Design Lab への集約・推進、AI 領域での成長促進、収益化 

  

また、赤字事業を中心に引き続き、選択と集中を行い、コストマネジメントを実行してまいります。 



 

 

・成長戦略実現に向けた赤字サービスの停止・撤退、人材の拡充・確保、スキルアップ 

・オペレーション効率化、原価管理の強化（受発注～納品、既存顧客サポート、業務フロー改善、原価管理） 

・利用シーン拡大に向けたマーケティング施策の強化、継続、パートナーとの連携推進、事業提携加速 

・既存事業の収益化による成長事業への投資・実践、収益に貢献する機能改善・研究開発の実施 

  

資金面では、金融機関との特殊当座借越契約、及び当事業年度末において 322,321 千円の現金及び預金を

保有しており、金融機関とは緊密に連携・情報交換を行うなど、良好な関係を継続しております。また、金融

機関以外からの調達についても適宜検討を進めてまいります。 

今後も上記施策を推進し、収益力の向上と財務体質の改善に取り組みますが、現時点においてこれらの対

応策は実施途上であることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

財務諸表に反映しておりません。 

 

 

以 上 


